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いう要素で出来ているかというと、⑴ linguistic competence ⑵ discourse 

















































1) I wish to be wedded to you.
2) I want marriage with you.
3) I want to marry you.
4) My becoming your husband is what I want.
5) I desire you to become married to me.
　全部同じことを言っていますね。この中で普通に言うのは一つしかないんで























　例えば “Hold your horses.” という、「抑えて抑えて。まぁ、ちょっと我
慢したら。興奮するなよ。」のような表現なんですけれども、この hold your 
horses という熟語は実は過去形では使わない。“He held his horses.” み
たいな「彼は興奮を抑えた。」という意味では使えないんですね。それから 
spill the beans これは、「秘密を漏らす」というイディオムですけれども、
これは過去形では使いますが、受け身の “The beans were spilt.” は言わな






























































TPR (Total Physical Response 全身反応教授法 )は先生が外国語で命令文

































































































文法を教わる。三単現に -s をつけるというルールを教わるんですね。最初は 
“He go to the store.” って言っているんだけれども、「いけない、-s をつけ





































































































































questions をやるんですね。先生が T-F questionsを読んで、生徒は trueか
false かをノートに書く。次に、同じ段落のリーディング（黙読）をやらせる。
そしてもう一度同じ T-F questions をやらせるんです。このようにして、相
当な量の comprehensive input を彼らはもらうことになるわけですね。イ
ンプットモデルの効果というものをある程度は示しているモデルになるのでは
ないかと思いますので、紹介させていただきました。もう少し詳しいことは来
年大修館から出版される予定の本（仮題：英語教師のための第二言語習得論入
門）に書きますので、それをご覧ください。
（2010年 7月 17日、九州国際大学での講演）
